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1.はじめに

(メチシリン耐性黄色ブドウ球菌 (以下MRSAと略す)の感染防止対策として,手指の消毒,

環境の清浄化,患者の隔離などがあげられ,各施設様々な検討を重ね実施してきている｡

当ICUでも,MRSA感染患者を個室で,消毒薬散布マットを使用し隔社を行い,当ICUの

感染防止マニュアルにそって,看護を行ってきた｡しかし当ICUの空気調整は,排気口からの吸

引風量より吹き出し口からの空気の供給量が多い為,個室の空気は陽庄となっている｡また,個室

の吹き出し口のみに,高性能細菌フィルター (ヘパフィルターと略す)が設置されているが,排気

口には設置されておらず,汚染された空気は,排気口や出入口を通して, ICU内に循環される｡

(図1)そのためMRSA感染患者を,個室に収容しても完全な隔社にはならず,交差感染の危険

性が考えられる｡

そこで,汚染された空気を吸引しプレフィルター,ヘパフィルターを通して清浄化した空気を排

出し,個室内を常に陰庄化する除圧隔牲ユニット (東洋熱工業KK,製造,以下ユニットと略す)

を考案,設置した｡このユニットを,MRSA感染患者に使用した効果を報告する｡

2.除圧隔離ユニットの説明

組立方式で,ペットと使用機器を含めて収容できるテント様のものある｡組立に要する時間は,

3人から4人で15分程度である｡クリーンルーム用に設計されたものを,吸引風量を多くし吹き出

し風量を少なくすることにより,除圧重になる様に改造されたものである｡汚染された空気は,プ

レフィルター,ヘパフィルターを通して,清浄空気として吹き出している｡(図2)

3.研究期間

H4.2月-H5.3月

4.研究方法

血液,気管内分泌物,創部の培養から,MRSAが検出された患者で,食道癌術後77才男性 (症

例1)と,熱傷Ⅱ～Ⅲ皮80%50才男性 (症例2)杏,それぞれ23日間と,45日間,個室内に設置し

たユニットに収容した｡個室の空気調整を止め,排気口にパネルを貼り,ユニットのフィルターを

通した空気だけが個室の外に出る棟にした｡また,ユニットの入口には,消毒薬散布マットを使用

し,当ICUの感染防止マニュアルに基づいた看護を行った｡

①付着菌検査は,綿棒拭き取り法により,朝の清掃前に採取し,エッグ･ヨーク寒天培地32℃で72

時間培養後判定した｡採取場所は,ユニット内3カ所,ユニット外2カ所,個室外2カ所の一定
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部位について計19回施行した｡(図3)

(丑浮遊菌検査は,エアースリットサンプラー (浮遊菌測定器エアトレンド)を使用し,ユニット内

2カ所,ユニット外1カ所,個室外1カ所の計17回施行したo

(参同期間内に,iCUに入室した患者71名についてMRSA感染の有無を調査した｡

5.結 果

①付着菌検査では,ベット上とユニット内の床から,MRSAは検出されたが,ユニット外,個室

外の床からは検出されなかった｡(表1)

②浮遊菌検査では,ユニット内の空気から,MRSAは検出されたが,ユニット外,個室外の空気

からは検出されなかった｡(表2)

(参同期間内にICUに入室した患者71名からは,MRSA感染はみられなかった｡

6.考 察

MRSA感染患者入室中には,空気にも,MRSA菌が浮遊しており,中浜らは,｢MRSA分

社患者の横のペットの患者は早期に略疾中に,MRSA陽性となる状況などからも考慮すると,M

RSAは,医原性感染のみならず空気感染によっても (感染が)広がっている可能性があると考え

られる｡｣と報告している｡重症易感染患者が入室するICUにおいて,感染の拡大を防止するた
めには,この浮遊菌に対する対策が必要である｡当ICUのように陽圧の空気調整のなかでは,さ
らに感染の拡大の可能性があるため,MRSA感染患者の隔離には,除圧重が望ましいと考える｡

このユニットの利点としては,既存のシステムのままで組立て分解ができ,簡易陰庄室が容易に

できること,個室とユニットとの間を前室して利用できるという事があげられる｡

この2症例は,いずれも創部などから排菌を続けており,ユニット内ではMRSAが検出された

が,68日間という長期入室にもかかわらず,ユニット外,個室外ではMRSAは検出されなかった｡

また,他の患者への交差感染もみられなかったことから,除圧室の効果があったといえる｡

7.結 語

個室にて陰庄隔離ユニットを使用することによって,MRSA感染患者の隔離ができたと考える｡

8.あわりに

同研究期間内に,9名の患者にこのユニットを使用したが細菌検査の結果,いずれもユニット外

からは,MRSAは検出されていない｡
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図3.細菌検査場所
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表1.付着菌検査 結果

回数 症例 1 症例 2
場所 I 2 3 4 5 6 7 1 2 3 4 5 6 78 9 10ll12

① ワヾト上トゲ ◆ +十十 + + +++ +++ 十十 I +

②エツト内宋(頭側)+ ++ 千 + ++ 十十 十十 ++ +

③エ小内宋(足収lr) 十十

④こか外革促側) -

⑤エワト外床(手洗) -

⑥個室外宋 -

血 液 患者槙査結果末 検 出 < 検出 > <検出 > 未 検 出

気管分泌物 < 検 出 > < 検 出 >末検出 <検出 >

+･.卜づコロニー+十:10-99Jに-+++:100-コD=-

表2.浮遊菌検査結果

回数 症例 ュ 症例 2
場所 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ll 12

⑦に.}ト内(頭側) + + 十 +

⑧エツt内(足側) +

⑨工.}ト外(人口】

⑳個室外

血液 ー患者検査結果壬;宋検出 <検出 > <検出 > 末 検 出

気管分泌物 < 検 出 .> < 検 出 > 未 検 出 <検出 >

+･.1-4コロニー ++:10-49コロニー +++:100-コロニー
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